
第 9号様式(第 2条関係) 

(第 1面) 

  

地域医療支援病院業務報告書 

令和７年９月３０日 

 

 山口県知事 様 

郵便番号 ７５９－６６０３        

報告者 住 所 山口県下関市安岡町８－５－１  

氏 名 社会福祉法人恩賜

財団済生会支部    

山口県済生会下関総合病院         

院長  森 健治     印 

(電話 ０８３－２６２－２３００ ) 

 

 下記のとおり令和６年度の業務について、医療法第 12条の 2第 1項の規定により、関係

書類を添えて報告します。 

記 

 

名 称  社会福祉法人恩賜財団済生会支部 山口県済生会下関総合病院 

所 在 地  山口県下関市安岡町８丁目５番１号 

許 可

病 床 数 

一般病床 療養病床 結核病床 感染症病床 精神病床 計 

室 

169 

床 

373 

室 

0 

床 

0 

室 

0 

床 

0 

室 

0 

床 

0 

室 

0 

床 

0 

室 

169 

床 

373 

地域医療

支援病院

の法定施

設 

区 分 構 造 設 備 の 概 要 

集 中 治 療 室 主な設備 【別紙１】 

化 学 検 査 室 主な設備 【別紙２】 

細 菌 検 査 室 主な設備 【別紙３】 

病 理 検 査 室 主な設備 【別紙４】 

病 理 解 剖 室 主な設備 【別紙５】 

研 究 室 主な設備 【別紙６】 

講 義 室 室数 2 室   収容定員 200人、100人 

図 書 室 室数 1 室   蔵書数 8,000冊 

救急用又は患者

輸 送 用 自 動 車 

主な設備 折りたたみ式ストレッチャー、酸素ボンベ 

[患者輸送車]         保有台数  1 台 

医 薬 品 情 報 

管 理 室 

専用室の場合  床面積 27.7m2 

共用室の場合             室と共用 



(第 2面) 

紹介患者

に対する

医療提供

等 

【別紙７】 

初診患者数 

イ 

紹介患者数 

ロ 

逆紹介患者数 

ハ 

地域医療支援 

病院紹介率 

ロ 

イ 

地域医療支援 

病院逆紹介率 

ハ 

イ 

11,695 人 9,220人 10,481人 78.8％ 89.6％ 

算定期間 
令和６年４月１日から 

令和７年３月３１日まで 

共同利用 

共 同 利 用 の 実 績 【別紙８】 

共 同 利 用 の 範 囲 ＣＴ･ＭＲＩ･ＰＥＴ･ＲＩ･骨塩定量／病床 

共同利用について

定めた規程の有無 
有 ・ 無  【別紙９】 

利用医師等登録制

度の担当者 

職種  事務職 経営管理課 課長 

氏名  青木 貴大 

登

録

医

療

機

関 

名 称 
開設者の氏

名又は名称 

開 設 者 の

住 所 又 は

所 在 地 

主たる

診 療

科 目 

報告者との

経 営 上 の

関 係 

  

 

        

常時共同利用可能な病床数 ７ 床 

×100 ×100 

【別紙１０】 



(第 3面) 

救急医療

の提供 

重症救急

患者の受

入れに対

応した医

療従事者 

職種 氏 名 勤 務 の 態 様 
勤務

時間 
備考 

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

    常勤・非常勤 専従・非専従     

重症救急

患者のた

めの病床 

優 先 的 に 使 用 し た 病 床 18 床 

専 用 病 床          7  床 

重症救急

患者に必

要な検査

又は治療

を行った

診療施設 

区 分 床面積 設備の概要 
24 時間使

用 の 可 否 

  m2     

        

        

        

        

        

重症救急患者を 24 時間体制で受

け入れた診療科目 

内科、神経内科、呼吸器科、循環器科、消化器科、

小児科、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、

心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼

科、耳鼻咽喉科、放射線科、歯科口腔外科 

救急病院の認定状況及び救急医

療の実施状況 

救急告示病院、病院群輪番制参加病院、 

小児救急医療拠点病院 

救急医療

の提供の

実績 

救急車対応 
4,333人 

（うち入院を要した患者の数 

  2,522 人） 

そ の 他 の 救 急 患 者 の 数 
3,166人 

（うち入院を要した患者の数 

 939 人） 

計 
7,499人 

（うち入院を要した患者の数 

3,461 人） 

【別紙１１】 

【別紙１２】 



(第 4面) 

地域の医

療従事者

の資質の

向上を図

るための

研修 

研 修 内 容  

研修実施回数 回 

研 修 生 の数 人 

研修プログラ

ムの有無 
有 ・ 無 【別紙１４】 

研修委員会の

設置の有無 
有 ・ 無 【別紙１５】 

研

修

指

導

者 

氏 名 職 種 診療科目 役 職 等 
臨 床 経 験

年 数 

(教育責任者) 

 

 

 

 

(その他) 

 

 

 

 

 

      年 

研
修
を
実
施
し
た
施
設 

区 分 床 面 積 設 備 の 概 要 

講堂 433.79㎡ プロジェクター、電動スクリーン、音

響設備、大型液晶モニター2 機、ノート

パソコン、ブルーレイレコーダー、ビ

デオカメラ 

会議室 72.879㎡ プロジェクター、電動スクリーン、大

型モニター、音響設備、記録装置、ノ

ートパソコン 

小会議室 41.852㎡ プロジェクター、スクリーン、パソコ

ン、シャーカステン、大型液晶モニタ

ー2 機 

【別紙１６】 

【別紙１３】 



(第 5面) 

診療並び

に病院の

管理及び

運営に関

する諸記

録の管理

方法 

管理担当者

の 氏 名 

責 任 者 
医事管理課 課長    田中 智憲 

経営管理課 課長    青木 貴大  

その他の担当者 
医事管理課 課長補佐  山田 宝 

経営管理課 係長    渡辺 高太郎 

診療に関する諸記録(病院日誌、各科診療日

誌、処方せん、手術記録、看護記録、検査所

見記録、エックス線写真、紹介状、退院した

患者に係る入院期間中の診療経過の要約等) 

保管場所 分類方法 

医事課並びに

保管庫 

記録別 

患者別 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

区 分 保管場所 

共 同 利 用 の 実 績 
医事管理課 

地域連携室 

救 急 医 療 の 提 供 の 実 績 医事管理課 

地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修

の実績 
医事管理課 

閲 覧 実 績 医事管理課 

紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療

所に対する患者紹介の実績の数を明らかにする書

類 

医事管理課 

地域連携室 

診療並び

に病院の

管理及び

運営に関

する諸記

録の閲覧 

閲覧担当者の氏名 
責 任 者 

医事管理課 課長    田中 智憲 

経営管理課 課長    青木 貴大  

その他の担当者 
医事管理課 課長補佐  山田 宝 

経営管理課 係長    渡辺 高太郎 

閲 覧 場 所 医事管理課・経営管理課 

閲 覧 手 続 
診療録は、医事管理課に備え付けの｢カルテ閲覧申込書｣に必要事

項を記入する。 

閲 覧 件 数 

医 師 0 件 

歯 科 医 師 0 件 

地 方 公 共 団 体 0 件 

そ の 他 0 件 

計 0 件 

医療法施

行規則第

9 条の 19

第 1 項に

規定する

委員会の

開催 

開 催 回 数 4 回 

委員会における議

論の概要 

2024 年 1 月、2024 年 2 月、2024 年 3 月の 3 回の書類会議

を行い、地域医療支援病院として当院に求められる役割等

についてのご意見を拝聴した。 

また、年度末に当院での実地会議を行っており、今年度も

当院管理棟にて対面会議を行った。女性弁護士も今回より

入り有意義な議論が行われた。 



(第 6面) 

患者相談 

患者相談を行う場所 医療相談室 

主 な 担 当 者 

【MSW】   森脇 千夏、藤田 裕美、河津 真希、 

花田 典子 

【看護師長】橋本 道子 

相 談 件 数 【別紙１７】 

相 談 の 概 要 【別紙１７】 

その他の

地域医療

支援病院

に求めら

れる取組 

病院の機

能に関す

る評価 

評 価 の 有 無 有 ・ 無 

評 価 を 行 っ た 機 関 名 
(公益財団法人) 

日本医療機能評価機構 

評 価 を 受 け た 時 期 2023 年 7 月 

病院の果

たしてい

る役割に

関する情

報発信 

情 報 発 信 の 有 無 有 ・ 無 

情報発信の方法及び内容 
・ホームページの開設。 

・院外広報誌｢ふくふく｣の発行。       

退院調整 

退 院 調 整 部 門 の 有 無 有 ・ 無 

退 院 調 整 の 概 要 

各病棟で作成されるスクリーニングシ

ートより退院困難な患者を抽出し、看護

師と MSW が協力し、退院に向けた支援を

行っている 

地域連携

の促進 

地域連携クリティカルパス

の策定の有無 
有 ・ 無 

地域連携クリティカルパス

の種類及び内容 
大腿骨頸部骨折、脳卒中、ＣＯＰＤ 

地域連携クリティカルパス

を普及させるための取組の

概要 

R6.11とR7.3に下関地域の下関大腿骨頚

部・脳卒中地域連携パス研究会作業部会

報告会行われている。 

 

また、研修会として上記作業部会の研究

会の会合も行われている。 

パス普及に向けた取り組みについて、当

院として参加できる会合に積極的に今

後も参加して地域連携を強化する。 

 

 

 注 1 報告者の住所及び氏名は、法人にあっては、その主たる事務所の所在地並びに名

称及び代表者の氏名を記入すること。 

   2 報告者の氏名を自署したときは、押印することを要しないこと。 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格 A列 4とする。 

 


